






7．センターの活動状況（平成17年度）

奈良女子大学　共生科学研究センター

編集後記

制作発行　奈良女子大学共生科学研究センター制作発行　奈良女子大学共生科学研究センター
  編集者　  村松　加奈子　三方　裕司  編集者　  村松　加奈子　三方　裕司
　　　　　 鈴木　亮         小田原　孝次　　　　　 鈴木　亮         小田原　孝次
  連絡先　  〠630-8506　奈良市北魚屋西町  連絡先　  〠630-8506　奈良市北魚屋西町
　　　   　    　　 Tel＆Fax  0742-20-3687　　　   　    　　 Tel＆Fax  0742-20-3687
ｾﾝﾀｰ本部　E465室・466室（大学院E棟4階）ｾﾝﾀｰ本部　E465室・466室（大学院E棟4階）

  http://www.nara-wu.ac.jp/http://www.nara-wu.ac.jp/
kyousei/index.htmlkyousei/index.html

４

　KSC(共生科学研究センター）ニュースレターも第８号と
なりました。ニュースレターでは今後もいろいろな研究・報告
を紹介して行く予定ですので、これからもご愛読のほどをよ
ろしくお願い致します。 なお、ニュースレターに関してご意見
等ございましたら、編集委員までご連絡ください（鈴木）。

◎平成17年4月2-3日：奈良県文化会館
　　第２回奈良県”暮らし”と”環境”フェスティバル
◎平成17年6月9日：文学部南棟１階１２０号地図室
　　文学部地域環境学／社会・地域学　自然セミナー
　　下岡　順直　氏（奈良女子大学共生科学研究センター協力研究員
　　　　　　　　　　／奈良県立王寺工業高等学校非常勤講師）
　　「共生科学（生態学）としての考古学
　　　 ヒトも自然の一部であるということ 」
◎平成17年6月13日：奈良女子大学大学院人間文化研究科会議室
　　木村榮一先生講演会（前日本薬学会会頭，広島大学名誉教授）
　　「Supramolecular Bioinorganic Chemistry with Zinc(II) Complexes」
◎平成17年6月16～21日：京阪百貨店守口店７階京阪ギャラリー
　　「ホタルと紀伊山地吉野展」開催
◎平成17年6月18日
　　香港理工大学にて「地域の紫外線量及び赤外線量条件の違いがヒト
　　の生理的多型性へ及ぼす影響」の打ち合わせ会
◎平成17年7月13日：奈良女子大学大学院人間文化研究科会議室
　　ピアス（株）中央研究所講演会
　　萬本　詩理　氏「ピアス（株）中央研究所の概要」
　　阪本　聡　氏「野生スイカの化粧品素材としての利用」
　　濱田　和彦　氏「皮膚科学の1, 2の話題提供」
◎平成17年7月25～26日：東吉野村
　　夏期公開講座　「吉野の自然」　　　　　　　　　　　　　　　
　　テーマ「世界遺産：吉野で学ぶ自然と文化」
　　主催：奈良文化女子短期大学　環境教養学科
　　　　　奈良女子大学　共生科学研究センター
　　共催：奈良産業大学
　　後援：奈良県教育委員会，大阪府教育委員会
◎平成17年10月22～23日、29～30日：東吉野村
　　東吉野村野外体験実習
　　主催：奈良女子大学共生科学研究センター
　　共催：奈良文化女子短期大学
◎平成17年10月26～29日：インテックス大阪
　　ニューアース2005　第5回地球環境技術展･国際シンポジウム
◎平成17年12月10日：奈良女子大学記念館
　　第9回紀伊半島研究会シンポジウム
　　テーマ「生物多様性と外来種」
　　主催：紀伊半島研究会
　　共催：奈良女子大学共生科学研究センター
　　協賛：日本動物学会近畿支部
　　　　　KONC 関西自然保護機構
◎平成18年3月4日：奈良女子大学講堂
　　第5回共生科学研究センターシンポジウム
　　テーマ「地球温暖化と都市化-緑は環境を緩和するのか？-」
　　主催：奈良女子大学　共生科学研究センター
　　後援：奈良県，奈良女子大学社会連携センター
◎平成18年3月18～19日：奈良県文化会館
　　第３回奈良県”暮らし”と”環境”フェスティバル

・須貝　祐子さん（共生自然科学専攻）　博士（理学）
　糖連結ジピコリルアミン誘導体を配位子とする金属錯体の合成　　　
　およびキャラクタリゼーション
・新木　直子さん（共生自然科学専攻）　博士（理学）
　色素発光の酸素消光を利用する微小領域圧力センシング
・中井　美早紀さん（共生自然科学専攻）　博士（理学）
　光機能性部位を持つ多核金属錯体の合成と光化学的性質
・山下（川野）　絵美さん（共生自然科学専攻）　博士（理学）
　「眼外光受容器官における光情報伝達機構の解明」
・近藤　智恵子さん（共生自然科学専攻）　博士（理学）　
　「鳥類の概日リズムに関与する振動体及び光受容系」
・玄　紀子さん（共生自然科学専攻）　博士（理学）
　"Effects of dim and bright light exposure on some 　　　　
　physiological responses in humans."

8．センター関連研究での学位取得者紹介
　　　　　　　　　　　   　 （2006年3月）

6．紀伊半島研究会報告
 2005年12月10日（土）に、「生物多様性と外来種」と題して、紀伊半島研究会主催、奈良女子大学共生科学研究センター共催、日
本動物学会近畿支部／KONC関西自然保護機構協賛による第9回紀伊半島研究会シンポジウムが、奈良女子大学記念館にて開催
されました。講演は6件あり、参加者は約110名でした。
　総合地球環境学研究所の中静透氏による基調講演『「生物多様性が減る」とはどういう問題なのか？』の後、第1部では近畿での
外来種問題の報告として、奈良佐保短期大学の前迫ゆり氏による『世界遺産春日原始林の多様性と外来種』、大阪市立大学の伊東
明氏による『近畿における在来，外来，雑種タンポポの分布状況』、近畿大学の北川忠生氏による『DNA分析から見る奈良県の淡水
魚の状況』、奈良教育大学の鳥居春己氏による『和歌山県のタイワンザル問題』の４講演がありました。続いて、第2部では外来種問
題をどう考えるかをテーマとして、三重大学の淀太我氏による『外来種（ブラックバス）問題の現状および経緯と背景』、国立環境研
究所の五箇公一氏による『外来種問題を通して見た日本の生物多様性危機』の２講演がありました。どの講演からも共通して外来種
問題の深刻さと早急な対策の必要性が認識されました。

9．センターからのお知らせ
◎ミミズフェスティバル in 十津川・大塔　大ミミズ捜索・懇談会  
   　平成18年11月11日、12日：五條市・十津川村
　　主催：ミミズ研究談話会
　　後援：十津川村教育委員会、五條市教育委員会 
　　協賛：紀伊半島研究会ほか
　　問い合わせ先：十津川村教育委員会 0746-62-0067　
◎第６回奈良女子大学共生科学研究センターシンポジウム
　「Sustainable Management for Natural environment 
     in Asia ーアジアにおける自然環境と私達ー」
　　平成18年10月21日：奈良女子大学記念館
　　主催：奈良女子大学　共生科学研究センター


